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関連性について検討した。さらに、上肢の血圧左右差と baPWV の 2つの因子が相加的に冠動脈狭窄
の重症度の予測因子となり得るかについても評価した。 
【対象と方法】 
2012 年 4 月から 2014 年 9 月の期間に、少なくとも 1つの冠危険因子を有すること、または、ST
低下所見や陰性 T 波などの心電図異常を有することで、冠動脈疾患の存在が疑われた患者 414 名を
対象とし、冠動脈 CT と baPWV 測定を施行した。全患者のうち 317 名は 64 列 CT で、残りの 97
名は 320 列 CT で撮像を行い、冠動脈狭窄度を評価した。対象者を冠動脈 CT で診断された最も重度
な冠動脈狭窄病変によって、狭窄なし（-）・軽度狭窄群（0-49%）、中等度狭窄群（50-69%）、高度























ROC 曲線（Receiver Operatorating Characteristic curve)より求めた cut-off 値は、各々1 mmHg
と 1613 cm/s であった。この 2 つの cut-off 値を用いて、狭窄（-）・軽度狭窄群と高度狭窄群の患者
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 本研究で測定した baPWV や血圧の左右差の測定手段や測定方法は標準的かつ確立されたもので
あり、十分な正確性がある。本研究のプロトコールは、福岡大学病院臨床研究審査委員会
（FU-H#09-10-02）で承認されている。さらに本研究は通常の保険診療内で行った検査を基礎にし











Q1：冠動脈高度狭窄を 70%以上とするのは一般的か。冠動脈 CT による狭窄度の評価は目測か。 














考える。さらに、本研究では、対象者を少なくとも 1 つの冠危険因子を有すること、または、ST 低
下所見や陰性 T 波などの心電図異常を有することで冠動脈疾患の存在が疑われた患者としており、
過去の研究とは対象集団が異なる。胸痛などの症状があり冠動脈疾患の存在を強く疑う場合は、冠動
脈 CT ではなく冠動脈造影を優先することがあるなどが追加された。 
 
Q3：冠動脈高度狭窄に対する上肢収縮期血圧の相対左右差の cut-off 値が 1mmHg となっているが、
どのように算出したのか。誤差範囲ではないのか。また、Figure5 の 4 分類は、上肢収縮期血圧の相
対左右差の cut-off 値を 5mmHg にした場合、同様の結果にはならなかったのか。 
A3：Cut-off 値は ROC 曲線を用いて算出し、Figure5 は冠動脈高度狭窄に対する上肢収縮期血圧の
相対左右差および baPWV の cut-off 値を組み合わせて導かれた結果である。したがって、上肢収縮
期血圧の相対左右差を 5mmHg とした解析は行っていない。本研究では、大動脈炎症候群や閉塞性
下肢動脈硬化症などの血圧差の大きい患者を除外して解析した結果、6 割以上の患者の上肢収縮期血
圧の相対左右差が 1mmHg 未満であった。本研究で求めた上肢収縮期血圧の相対左右差の ROC 曲線







ク性状の評価は行っていない。冠動脈狭窄度のみならず、CT 値の低いプラークや positive 


















上肢収縮血圧の相対左右差 < 1mmHgかつbaPWV ≥ 1613cm/sに該当する群が89人、baPWV ≥ 
1613cm/sのみに該当する群が62人、上肢収縮血圧の相対左右差 < 1mmHgのみに該当する群が88人、
いずれも該当しない群が71人であった。 
 
上記以外の質問にも申請者は適切に答えた。本論文は、上肢収縮期血圧の相対左右差とbaPWVが
冠動脈高度狭窄の独立した予測因子であることを証明した。今後実臨床において両側上肢の血圧と
baPWVを測定することによって、動脈硬化を早期に発見、進行程度を予測し、動脈硬化性疾患の発
症の予防につながる可能性を示唆し、学位論文に値すると評価された。 
